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1 消防局・特別高度救助隊及び水難救助隊の派遣 

（1）派遣日 平成 24 年 7 月 14 日 

（2）派遣先 八女市 

（3）派遣隊 特別高度救助隊（1隊 5名）、水難救助隊（1隊 4名） 

※現地調整役（連絡要員）として、消防局警防課（3名）が別車両で同行。 

2 給水車の派遣 

（1）派遣日  平成 24 年 7 月 15 日 

（2）派遣先  八女市 

（3）派遣内容 上下水道局職員 2名、 

  加圧式給水車 1台 

                 被災当時のうきは市・山口３号橋（市道山口線） 

3 水道施設災害復旧に対する技術支援 

（1）派遣日 平成 24 年 7 月 20 日 

（2）派遣先 八女市 

（3）派遣内容 上下水道局職員 3名 

（簡易浄水場の仮設代替施設の設置に係る 

技術協力） 

                           被災当時のうきは市・鹿狩川 

4 八女市で発生した災害廃棄物処理の受入れ 

（1）受入期間 平成 24 年 8 月 6 日～9月 7日 

（2）搬入場所 新門司工場、日明工場、皇后崎工場 

（3）受入処理量 1,303 トン（うち畳、家具等 636 トンは破砕処理後に焼却） 
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5 本市職員の派遣（復旧・復興支援） 

  災害復旧工事に係る長期的な職員派遣については、うきは市・八女市に対し平成

24 年 9 月から継続して行ってきたが、両市ともに工事完了の目処が立ったことから、

平成 26 年度をもって派遣を終了した。 

  なお、25 年度までは概ね 3 ヶ月交替で職員を派遣したが、26 年度からは派遣期

間を 1年間とすることで、より効果的な支援を行うことができた。 

平成 24 年度（9月～） 平成 25 年度 平成 26 年度 

うきは市 
土木職員 5名 

（追加・交替あり。延べ 9名）

土木職員 3名 

（3ヶ月交替。延べ 12 名）
土木職員 2名 

八女市 
土木職員 1名、事務職員 1名 

（追加・交替あり。延べ 3名）

土木職員 2名 

（3ヶ月交替。延べ 8名）
土木職員 2名 

支援業務内容：災害査定の調査、補助金申請事務、復旧工事の設計・測量・監督

業務等 

6 義援金箱の設置 

（1）設置期間 平成 24 年 7 月～平成 24 年 8 月 31 日 

※約 20 万円が集まり、福岡県共同募金会を通じて被災地へ。 

（2）設置場所 本庁舎及び区役所・出張所  

7 見舞金の贈呈 

（1）贈呈日 平成 24 年 8 月 17 日（銀行振込） 

（2）贈呈先、金額 ・県内７市１町（朝倉市、久留米市、柳川市、八女市、筑後市、 

うきは市、みやま市、広川町） 各 10 万円 

・熊本県、大分県  各 30 万円 

市長から辞令書を受け取る派遣職員 

（平成 26年 4月 22 日）

出発式の様子 

（平成 26年 3月 28 日）
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